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全国海区漁業調整委員会連合会総会結果について（報告）



全国海区漁業調整委員会 令和５年度通常総会 結果概要

※ 連合海区事務局職員作成出張復命書を基に作成

１ 開催日：令和５年５月26日

２ 場所：ベイサイドホテルアジュール竹芝（東京都）

３ 本県出席者：県連合海区漁業調整委員会事務局職員１名

４ 概要

（1）開会（進行：静岡海区伊藤事務局長）

（2）会長挨拶（静岡海区鈴木会長）

・ ４年ぶりの対面開催で一堂に会すことが嬉しい。水産業の発展，成

長産業化に尽力し，くろまぐろ等多岐に渡る問題に対処する。

（3）来賓祝辞

① 水産庁城崎室長

・ S40設立の連合会に永年尽力いただき感謝。

・ 水産業基本計画の３本の柱を軸にポストコロナ，成長産業化，漁

村活性化目指す。

・ 新たな海面利用制度(法改正後初の漁業権切替)に協力を。

② 全漁連三浦常務

・ 公平公正な立場で職務を遂行し，水産物の供給等にも協力を。

・ 日本は世界３大漁場で操業できる強みがあり，国の確保した3208

億円予算を活用し，水産食料の安定供給へつながる活動を。

（4）議長選出

・ 鈴木会長を選出（異議なし）

※ 議事録署名人として秋田海区加藤会長及び香川海区北尾会長を指名

（5）議事

① 第１号議案（R4事業報告書，収支決算書及び剰余金処分案の承認）

【資料７～16ページ】

・ 承認

② 第２号議案（R5事業計画書案及び収支予算書案の承認）

【資料17～21ページ】

・ 承認
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③ 第３号議案（協議事項(中央要望活動)）

【資料22～45ページ，53ページ】

・ 承認（字句修正は事務局一任）

・ 質疑

ＴＡＣ制度が強引すぎる。漁業者がしっかり納得してから運用さ

れたい。

⇒ そのようにして参りたい。（水産庁回答）

④ 第４号議案(次期総会の開催地)

【資料46～47ページ】

・ 承認（Ｒ６総会は東京都で開催）

（6）表彰

【資料48～52ページ】

・ 本県対象は５人（①阿久根会長，②中馬元委員，③肥後委員，④甲

山会長，⑤久賀委員）

（7）報告

役員の交代があり，会長が福島海区，職務代理が静岡海区，本県は理

事を離任した。

（8）閉会
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